
社会性の基礎となる「自己有用感」を育む 

校長 坂 本   学 

 ２学期が始まり、一か月が経過しました。残暑

が厳しい中でのスタートとなりましたが、１年生

のふるさと学習に向けた事前学習、２年生の宿泊

研修、３年生の見学旅行とそれぞれの学年で自己

有用感を高める貴重な学びの機会がありました。 

 では、「自己有用感」とは何でしょう。それは

他者の役に立てた、他者に喜んでもらえたという実

感から生まれるものであり、必ず他者との関わりを

通して育まれる価値観だと考えます。本校では「人

と人とのふれあい」を特に大切にしています。友人

や仲間とともに生活し、共に学ぶ体験の中でこそ、

「人とかかわることは楽しい」「人とかかわること

は苦痛ではない」と実感でき、その積み重ねが社会

性の基礎を形づくっていくからです。  

 見学旅行や宿泊研修では、自主研修に取り組みま

した。事前に交通手段や行程を調べ、計画を立てた

うえで、仲間と協力しながら目的地での見学や体験

を進めました。実際に自分たちの力で行動する中で

計画通りに進む喜びもあれば、思い通りにいかず戸

惑うこともありました。その一つ一つの経験が、課

題を解決する力や仲間と支え合う大切さを実感させ

る機会となり、同時に自分の役割を果たすことで自

己有用感を高め、学級文化（風土）を豊かにするこ

とにも繋がりました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

本校は現在、９月３０日（火）に開催予定の海

嶺祭に向け生徒たちの熱気に満ち溢れています。 

とりわけ、合唱発表会に向けた練習が盛んにお

こなわれており、校内には美しい歌声が響き渡っ

ています。 

２・３年生は、宿泊研修や見学旅行で培った力

を海嶺祭の成功にとどめることなく、さらに深化

・発展させようとリーダーシップを発揮していま

す。その姿は頼もしく、また、この努力が実を結

び、充実感・成就感に満ちた海嶺祭となることを

大いに期待しています。  

保護者の皆様、地域の皆様、ぜひ、御来校いた

だき、生徒たちの熱気あふれる表現活動に御声援

賜りますようお願い申し上げます。  

 

海嶺祭    ９月３０日（火） 

時刻（予定） 内  容 

8:35 開祭式 

  9:00 私の主張コンクール 

  9:50 「総合的な学習」発表 

 10:50 合唱発表会（小学生参観予定） 

 11:30 生徒企画発表 

 13:10 吹奏楽部発表 

 13:40 閉祭式 

◆ 私の主張コンクール 

各学年２名が登壇し、主張発表します。 

◆ 合唱発表会 

学年毎の合唱発表と全校での合唱発表があ

ります。 

 

▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽ 

義務教育学校開校に係る現状について 

 ５月に鹿部町義務教育学校開設準備委員会が設置

され、これまでに４回の委員会が開催されました。 

 この間、本校生徒に校名アンケート等で協力して

もらいました。 

円滑に義務教育学校を開校するため、小学校と中

学校の教育活動を交流する取組として、上表の通り

海嶺祭の合唱発表会を小学生が鑑賞する他、１０月

２４日（金）に開催予定の小学校学習発表会で３年

生が合唱を披露する予定です。 

在籍生徒数８６名 

１A 

２Ａ 

３Ａ 

 

26名 ひまわり4名 

26名 ひまわり２名 

34名 ひまわり2名 
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《重点教育目標》 

「主体的に学び続け、自らの人生を舵取りする力」の育成 
スローガン 「一歩前へ」 ～ 考 動・共 生・創 造 ～ 



 

 

２日（火）に幼小中の保護者を対象とした町P

連視察研修旅行が実施されました。今年度は、１

３名の参加者が集まりました。午前中に柏稜高校

を訪れ、校舎内の見学や授業参観を行い、高校の

概要の説明を受けてきました。その後、今年の８

月に函館空港にオープンしたばかりの「函館フー

ドコート」で昼食とりました。昼食後、一路「カ

ールレイモン工場」へ行き、カールレイモンの歴

史や商品がで

きるまでの工

程を見学しま

した。わずか

１日日程の視

察研修旅行で

したが、参加

された保護者

の方々は、満

喫された様子

が伺えました。 

 

 

今年度、中学校初の試みとして、「アントレプレナ

ーシップ(起業家精神)」の学習を１７日（水）５時間目

の総合的な学習の時間に実施しました。田辺孝由樹氏(

パナソニックITS株式会社代表取締役社長)を招いて講

演会を行いました。「人生を幸せにしてくために」を

テーマとした、今後の自分と向き合う時間を考えさせ

られた講演内

容でした。生

徒との交流を

交えながらと

ても貴重な体

験をさせても

らいました。 

 

 

 

 

本校生徒の八木橋琉空くん(中２)が、夏休み中

のどさんこワイドTVで密着取材を受け、車イス

のバスケットボールに打ち込む中学生として放映

されました。函館の車イスバスケットボールチー

ムに所属し、９月２８日(日)渡島で開催される北

海道障がい者スポーツ大会。車イスバスケットボ

ール競技で八木橋くんも出場することになってい

ます。会場は、地元鹿部町の総合体育館で行われ

ます。将来は、パラリンピックで日本代表として

活躍することを目標に今、頑張っています。 

ぜひ、多くの声援をお願いします。 

 

 

９月３日（水）から２泊３日の行程で、３年生

は東京方面へ見学旅行に行って参りました。旅行

中は天気にも恵まれ、たくさんの学びや貴重な経

験を積むことができました。その貴重な体験を一

部紹介します。 

「見学旅行を通して、多くのことを学びました。ま

ず、関東の暑さは北海道とは違い、蒸し暑くて驚きま

した。実際に体験して、その気候の差を実感できまし

た。次に、電車の乗り方や乗り換えの仕方を覚えるこ

とができ、不安もありましたが、案内板や地図を見て

行動することでスムーズに移動でき、自信につながり

ました。また、東京には思っていたより自然が多く、

街中にも木や草があり、自然を大切にしようとする工

夫が感じられました。さらに、駅や道などには移動に

関する多くのルー

ルがあり、マナー

を守ることの大切

さを学びました。

これらの経験を今

後の生活にも活か

していきたいで

す。」 

 

 ９月１１日(木)、１泊２日の行程で函館の宿泊研

修に向かいました。以外に鹿部から近いと感じる

函館も知らないことだらけ。函館の歴史を肌で感

じ取る絶好の機会でした。また、専門学校訪問を

通して将来の進路について、経験値を積むことが

できました。 

町P視察研修旅行 

アントレプレナーシップ講演 

見学旅行へいって参りました 

いざ！函館宿泊研修 

どさんこワイドで特集！ 


